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第３回 九州圏における地域の存続・再生に関する調査検討委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 20 年 3 月 21 日(金) 

資料３ 

直接面接調査報告
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(甑島)

新上五島町

中心市街地・郊外住宅地における
「最も困難な集落」

遠隔地の「最も困難な集落」で、深刻さも
高く、かつ自主的取組が顕在化していない集落

遠隔地の「最も困難な集落」で、深刻さも
ある程度高く、かつ自主的な取組実績がある集落

遠隔地の「最も困難な集落」で、存続・再生
の自主的取組の萌芽がある集落

※「最も困難な集落」：各自治体において今後 10 年以内に集落機能の維持が困難になると回答した 5 つ集落のうち、最も困難とされた１集落。 

※「深刻さが高い」：「人口減少率 30％以上」かつ「高齢化集落率 10％以上」かつ「平均世帯数 65 世帯未満」の小規模高齢化集落 

※「深刻さがある程度高い」：「人口減少率 30％以上」または「高齢化集落率 10％以上」の集落 

資料２によって選定された地域は、右図に示す

とおりとなる。 
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直接面接調査 調査概要（１） 
調査対象地 

/存続・再生施策テーマ 
調査対象者 人口動態 国土保全・地域資源 地域産業・経済 生活サービス 地域コミュニティ・交流 

直接面接調査から 
得られた今後の主な施策案 

福岡県八女郡星野村 

「既存施設を活用した都

市農村交流の推進と 

お茶・棚田を活かした地域

ブランド化戦略」 

 

○星野村（総務企

画課） 

○Ａ集落代表他 

○星野村山村留学

センター「星の

自然の家」 

○財団法人 星の

ふるさと 

○星野村商工会 

○星野村は、福岡県の中山間に

位置し、人口減少の著しい地

域である。 

 

 

 

 

○Ａ集落では、昭和 30 年代をピ

ークに人口減少が進んでい

る。 

○Ａ集落では、近年 60～70 歳の

定年退職者の 2 地域居住での

Iターンがみられる。 

 

 

 

○山あいにあり、棚田景観な

ど地域資源が豊かな地域で

ある（星野村）。 

○材価低下や所有者の村外へ

の転出により、山林管理が行

き届いていない状況。（星野

村） 

○現在、村内の専業林家はＡ集

落に3軒あるのみで、森林組

合の林地管理に従事してい

る。（星野村） 

○空き家の荒廃が進む。（Ａ集

落） 

 

 

 

 

○お茶（星野茶）の生産

地として著名である。

（星野村） 

○玉露は、品評会で近年上

位を独占している。（星野

村） 

○近年、棚田が景観資源と

して注目を浴び、旅行会

社と共同でオーナー制度

を始めている。（星野村）

 

○日常品は、村役場周辺で購

入可能である。（星野村） 

○村役場周辺に内科、歯科、

小児科の施設がある。（星野

村） 

○専門医療は、八女市まで行

かないと受診できない。八

女市までの通院者も多いと

思われる。（星野村） 

○小学校統廃合で 4 校中

3 校が廃校となってい

る。（星野村） 

○Ａ集落のある校区で

は、高齢化・人口減少

が進行しつつも、地域

行事が継続されてい

る。（Ａ集落） 

○山村留学受け入れや民

泊の実績が有る。（Ａ集

落） 

 

○「廃校小学校を利用した地域ブ

ランド化や村情報の発信・農産

物の販売・加工」 

・廃校小学校を、地域の特産品の

販売・飲食拠点として活用し、

観光交流と共に特産品のブラ

ンド定着に努める。 

○「廃校小学校を利用した山村留

学など都市との交流」 

・廃校小学校をリニューアルし、

滞在拠点として都市圏交流事

業を構築する。 

福岡県小郡市 
「都市近郊における郊外

住宅地の高齢化状況把握

及び公共交通サービスの

見直し」 

○小郡市（総務企

画課） 

○Ｂ集落代表他 

○NPO法人サポネ

ットおごおり 

○小郡市全体では人口は増加

し、高齢者率も低いものの、

郊外住宅地で局所的に高齢化

が著しく進むなどの問題が生

じている。 

 

 

 

○Ｂ集落は、子供世代の独立に

より親世代だけで居住する世

帯が増加している。 

○七夕発祥の地として知ら

れ、七夕神社など固有の観

光名所がある。（小郡市） 

○周辺の田畑や水路用地の一

部を耕作し家庭菜園を行っ

ている。（Ｂ集落） 

○月一回の清掃活動など、地

域の環境美化活動に取り組

んでいる。（Ｂ集落） 

 

○ベッドタウンのため、

際立った地域の産業な

どが見当たらない。（小

郡市） 

○市内に大きな小売店舗

や商店街が無いために

商業規模が著しく低い

ことが今後の課題の一

つとなる。 

○スーパーが一軒あるが、よ

り豊富な品揃えを求めて、

郊外ショッピングセンター

に出かける人もいる。（B 集

落） 

○コミュニティバスは、便数

が少ないため、不便さを感

じている利用者もいる。（小

郡市） 

 

○ 自治会では、自治区の

活力を維持するため、

公民館を中心とした

カルチャースクール

等の充実に取り組ん

でいる。（B集落） 

○ Ｂ集落では、「防犯パ

トロール隊」を結成

し、24 名の隊員によ

って、地域の防犯活動

に貢献している。（B

集落） 

○「高齢者コミュニティの活性

化」 

・高齢者の多い郊外住宅地の空き

屋をグループホームとして活

用し、地域交流を図る。 

○「高齢者が暮らしやすいまちづ

くりの検討」 

・現状の都市近郊型の田園都市を

活用し、高齢者が住みやすい環

境を継続する。 

○「市内の公共交通体系の見直し

の必要性」 

・現行のコミュニティバスの運行

形態を見直し、より効率的・利

便性の高い運行を構築する。 

佐賀県佐賀市(旧富士

町) 

「都市部に近い中山間地

域の生活実態と古湯・背振

の資源を活かした都市農

村交流」 

 

○佐賀市（企画

課） 

○佐賀市富士支

所（総務課） 

○Ｃ集落代表他 

○富士町古湯映

画祭実行委員

会事務局長 

○古湯温泉旅館

組合 

○富士大和森林

組合 

○JA さが富士町

総括支所 

○佐賀市合併前の旧富士町にお

いて、高齢化・人口減少が課題

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

○Ｃ集落では、昭和 45 年以降人

口減少が続いており、現在は

昭和 45 年次の１／２まで減

少している。 

 

 

 

 

○古湯温泉ほか、天山スキー

場など、観光資源が豊富に

ある。（旧富士町） 

○天山スキー場への通り道の

ため、ごみの投棄が多い。

（旧富士町） 

○イノシシの鳥獣被害が増加

している。（Ｃ集落） 

○森林組合が杉皮のペレット

利用で古湯の湯温を上げる

取組を開始しようとしてい

る。（旧富士町） 

 

○農業の担い手が不足し

ている。（旧富士町） 

○みつせ鶏、羊羹などが

名産品となっている

（旧富士町）。 

○古湯温泉宿泊者は減少

傾向だが、リピーター

は多い。（旧富士町） 

○収入減による林業農家

から兼業農家への転

換。（Ｃ集落） 

 

○現在、旧富士町では、ブロ

ードバンド未整備の状態で

ある。（旧富士町） 

○旧富士町内の公立病院にお

いて、98 床の入院設備があ

るが、年間１億円程度の赤

字となっている。（旧富士

町） 

○集落には、巡回バスが運行

しているが本数は少ない。 

（Ｃ集落） 

○かつて八大
はちだい

龍
じ

王
おう

さんの

祭を実施していたが、

近年若者が減ったた

め、儀式を簡便化させ

ている。（Ｃ集落） 

○かつては祭に合わせて

帰省がみられたが、近

年はほとんどない。（Ｃ

集落） 

○自治会の定期会合は２ヶ

月に１回程度開催してい

るが、減少傾向にある。

（Ｃ集落） 

○かつてゲートボール大

会を実施していたが、

人手不足で今は実施し

ていない。（Ｃ集落） 

○「林業集落から農村集落への転

換」 

・近年の林業の低迷状況から、農

村として、他産業も合わせた複

合的な新たな産業を構築する。

○「森林資源を地域のエネルギー

資源として見直す新たな取組」

・古湯温泉の燃料に、地域の杉皮

を原料としたペレットを用い

ることで、地域循環社会を形成

する。 

○「中山間地の集落の実態把握お

よび自立支援を目的とした新

たな取組」 

・集落の実態を再確認すると共

に、自立の度合いによって、取

組メニューを検討する。 

 

対象集落：Ｂ集落 

高齢者率：40％以上 

人口：448 人

対象集落：Ｃ集落(旧富士町) 

高齢者率：60％以上 

人口：46 人 

※高齢者率：Ｈ17 年国勢調査、人口増減率 Ｈ17／Ｈ7 国勢調査  ※集落関係者のプライバシーに配慮し、集落名はすべてアルファベットで表記しております。 

<星野村> 

・高齢者率 38.4％ 

・人口増減率 0.87 

<小郡市> 

・高齢者率 19.8％ 

・人口増減率 1.14 

<佐賀市> 

・高齢者率 20.8％ 

・人口増減率 0.97 

<旧富士町> 

・高齢者率 34.6％ 

・人口増減率 0.83 

対象集落：Ａ集落 
高齢者率：40％以上 
人口：26 世帯 
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直接面接調査 調査概要（２） 
調査対象地 

/存続・再生施策テーマ 
調査対象者 人口動態 国土保全・地域資源 地域産業・経済 生活サービス 地域コミュニティ・交流 

直接面接調査から 
得られた今後の主な施策案 

佐賀県武雄市 

「中心市街地の人口減

少・高齢化による地域の課

題及び対応策の把握と、地

域資源(温泉)の活用方法」 

 

 

 

 

 

 

 

○武雄市（企画部

市民協働課） 

○Ｄ集落代表他 

○温泉通り振興

会長 

○武雄市商工会

議所 

○武雄市全体では人口減少・高

齢化は緩やかなものの、中心

市街地で局所的に人口減少・

高齢化が進行している。 

 

 

 

○Ｄ集落ではアパートが多く、

独居高齢者が多い。 

○ Ｄ集落では、平成 15 年の火災

以降、住民の転居等で人口が

減少している。 

 

 

 

 

○JR の駅名称が「武雄温泉

駅」になるなど、豊富な温

泉資源がある。（武雄市） 

○武雄温泉のシンボルとなる

楼門は、建築家辰野金吾の

設計であり、国の重要文化

財に指定されている。（武雄

市） 

○武雄温泉が隣接する自治区

で、区内に 2 軒の旅館があ

る。（Ｄ集落） 

 

 

○ 郊外に大型ショッピング

センターが立地している。

（武雄市） 

○ 商店主の高齢化、また

大型店の出店により、

シャッター商店街化し

ている。(D 集落) 

○ 商店を潰した跡地を月

極めの駐車場にするケ

ースが多い。(D 集落) 

○ブロードバンドなど、情報

通信基盤はほぼ整備されて

いる。（D集落） 

○個人病院が多く、１次診療

は充実している。（D集落） 

○市街地の中心にある武雄市

立救急病院は、採算面など

で課題があり、現在住民も

含めて、今後の運営につい

て協議している。（D集落） 

 

○ 商工会議所が主体と

なって、春と秋の温

泉まつりや楼門朝市

を実施している。（武

雄市） 

○自治公民館を有して

おらず、多くの活動を

隣接する自地区と共

同で実施している。（D

集落） 

○ホームヘルパー、民生

委員による高齢者世

帯への定期訪問を実

施している。（D集落）

○「地域における見守り力の維持」

・独居高齢者に対する民生委員等

の見回り活動を継続する。 

○「人的資源の有効活用と後継者

の育成」 

・婦人会、敬老会、若手会、子供

会など、世代を超えた地域活動

の交流がみられる。特に温泉商

店振興会が、若手会の育成に取

り組んでおり、地域の人的資源

の有効活用になっている。今後

これらの活動を継続する。 

○「温泉を活用した地域づくりと

人的資源の誘致」 

・地元住民以外にも、外からの人

的資源を誘致できる環境を整え

る。 

長崎県北松浦郡小値賀

町 

「離島の特産品の販売促

進と、国際修学旅行受入れ

や地域振興策、定住促進策

の実施」 

 

○小値賀町（総務

課、産業建設

課） 

○Ｅ集落代表他 

○NPO 法人おぢか

アイランドツ

ーリズム協会 

○おぢか国際音

楽祭実行委員

会 

○Ｉターン経験

者 

○小値賀町全体で人口減少が顕

著であり、平成 7－17 年間の減

少率 0.77 は、九州圏の市町村で

最も高い数値となる。 

 

 

 

 

○Ｅ集落は、昭和 35 年以降、人

口減少が続いている、現在で

は、昭和 35 年の約 10％まで

減少している。 

 

○無人島にある旧野首
の く び

カトリ

ック教会堂は、長崎県の指

定文化財に該当し、また現

在、世界遺産登録を目指し

ている。（小値賀町） 

○空き家を利用した古民家再

生事業を平成 20 年度に発

足する予定。（小値賀町） 

○E 集落では、空き家が数件

あり、倉庫としてのみ利用

されている状態である。 

 

 

○塩うに、鮑の佃煮など

の海産物が豊富であ

る。（小値賀町） 

○特産品はメロン、ブロ

ッコリー、ピーナッツ、

実
ウスイ

エンドウなどとな

っている。（小値賀町）

○「おぢか国際音楽祭」

などを開催し、韓国を

中心とした国際観光交

流に努めている。 

○第三セクターにより公共交

通「小値賀交通」が運行さ

れているが、赤字運行であ

る。（小値賀町） 

○島内に診療所が１箇所設置

されている。（小値賀町） 

○産婦人科が無いため、島外

での出産に、補助金を出し

ている。（小値賀町） 

○ブロードバンドは、未整備

の状態である。（小値賀町） 

 

○大島、納島、六島の３

島に対しては、集落維

持費の助成を行って

いる。（小値賀町） 

○4 月 10 日に、金毘羅

さんの祭りを開催し

ており、祭りに合わせ

て一部帰省もみられ

る。（E集落） 

○ 祭事は集落単位で実

施している。（E集落）

○ 寄り合いは、２ヶ月

に１回程度開催して

いる（E集落） 

○「地元経済への波及効果を優先

させる産業政策」 

・メロン等、地域ブランドとして

確立しつつある農業を今後も継

続し、対外的波及効果を高める。

○「『アイランドツーリズム』によ

る様々な体験プログラムの立案

と第一次産業の支援」 

・漁業・農業以外に、観光業を合

わせることで、複合産業を構築

する。 

○「地域資源の積極的発掘・研究」

・小値賀の歴史文化に対する学術

委員を育成し、変化に富んだ体

験プログラムによって、新たな

ツーリズムを構築する。 

長崎県対馬市 

「海外からの観光交流促

進と外部交流による新し

い価値の発見」 

 

 

 

 

 

○対馬市（政策

部、観光商工

部、保健部等） 

○Ｆ集落代表他 

○対馬観光物産

協会 

○NPO 法人「対馬

郷宿」 

○ 対馬ちんぐ音

楽祭実行委員

会 

○ 厳原港まつり

対馬アリラン

祭実行委員会 

○鹿児島県ほか、全国の離島地

域同様、対馬市全体で人口減

少が進んでおり、近年 10 年間

で 1割強の減少がみられる。 

 

 

 

○Ｆ集落は、昭和 40 年をピーク

に、人口減少が進んでいる。 

 

 

 

○ツシマヤマネコなど貴重な

動植物が生息する豊かな森

林資源をもつ離島地域であ

る。（対馬市） 

○ Ｆ集落は各戸が 80～100ha

の林地を所有し、入会地
い り あ い ち

も

200ha 有る。 

○ 江戸時代に一度絶滅した

猪が近年発生し、大きな被

害がある。（対馬市） 

○ Ｆ集落には伝統的な石塀や家

屋高、床式倉庫が残る。 

 

○ 国際交流が盛んで、韓

国人の観光客数が、平

成元年の 24 人から、平

成 18 年には 55 千人に

急増した。（対馬市） 

○ 韓国との交流イベント

を年３回開催してい

る。（対馬市） 

○ ハングルサインが市内

全域に完備している。

（対馬市） 

 

○ バスは朝昼に 2 便あり、Ｆ

集落で折り返す。（対馬市） 

○ 小中学校統合により、Ｆ集

落からスクールバスが運行

されている。（対馬市） 

○ Ｆ集落の最寄り診療所の

診療日は木曜日のみであ

る。 

○ Ｆ集落内に小規模小売店

が２軒ある。 

○神社と寺で毎年各4回

の祭事を開催してい

る。なお、寄合は年２

回、公役は年３回実施

している。（Ｆ集落） 

○地域固有の民家や倉

庫、石塀研究のため

に、各地の大学がよく

滞在している。（Ｆ集

落） 

○ 近年定年退職後の方

がＵターンし、家を

新築している。（Ｆ集

落） 

 

○「市民レベルでの国際交流」 

・現在の国際交流は、商工会など、

地域住民主体の活動である。こ

れら市民レベルの取組体制を、

地域の原動力として継続する。 

○ 「イベント開催を通じての地域

コミュニティの維持」 

・「アリラン祭」などを通じて、地

域のコミュニティ活動を継続さ

せる。 

○「外部の視点による新しい価値の

発見とその活用」 

・外部の人間に対馬市の歴史資料を

紹介することで、新たな発見を得

ると共に、観光交流などのきっか

けとする。 

対象集落：Ｄ集落 

高齢者率：50％以上 

世帯数：25 世帯 

対象集落：Ｅ集落 
高齢者率：60％以上 
人口：30 人 

※高齢者率：Ｈ17 年国勢調査、人口増減率 Ｈ17／Ｈ7 国勢調査   

 

市街地に点在する駐車場

対象集落：F 集落 
高齢者率：60％以上 
人口：63 人 

<小値賀町> 

・高齢者率 39.1％ 

・人口増減率 0.77 

<対馬市> 

・高齢者率 26.2％ 

・人口増減率 0.88 

 

 

<武雄市> 

・高齢者率 24.8％ 

・人口増減率 0.95 

 

※集落関係者のプライバシーに配慮し、集落名はすべてアルファベットで表記しております。 
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直接面接調査 調査概要（３） 
調査対象地 

/存続・再生施策テーマ 
調査対象者 人口動態 国土保全・地域資源 地域産業・経済 生活サービス 地域コミュニティ・交流 

直接面接調査から 
得られた今後の主な施策案 

熊本県上益城郡山都町 

（旧矢部町） 
「中山間地域における集

落の生活サービスの向上

と二地域居住の支援実施」 

 

○山都町（企画

振興課） 

○Ｇ1、Ｇ2集落

代表他 

○株式会社まち

づくりやべ 

○矢部町観光協

会 

○山都町商工会 

○山都町は、熊本県の中山間地域
に該当し、人口減少が著しく、
昭和 35 年と比較して、１／２
以上減少している。 

 
 
 

○Ｇ1 集落Ｇ２集落はいずれも
高齢化率が著しく、今後の担い
手不足が問題となっている。 

 

○九州中央山地国定公園に
該当する美しい農山村風
景が広がる地域である。
（山都町） 

○河川環境がよく、ヤマメな
どの魚が釣れる。（G１、G
２集落） 

○家電製品の不法投棄がみ
られる。（G1、G2 集落） 

○鳥獣被害として、シカの食
害がみられる。（G１、G２
集落） 

○特産品はブルーベリー、お

茶、トマトとなっている。

（山都町） 

○農業生産額は減少してお

り、農業従事者は主に土木

関係との兼業農家が多い。

（山都町） 

○就労場所は、熊本市に通勤

している人もいるが、諸事

情により転居した人も見

られた。（山都町） 

○浜町の商店街は、かつて商
圏が 5 万人となっていた
が、現在では 2万人を切っ
ている。（山都町） 

○コミュニティバスは、今
後、週に２回のみとなるた
め、不便となる。（G1、G2
集落） 

○病院の運行するバスで買
い物を済ませることがあ
る。（G1、G2 集落） 

○八朔
はっさく

まつりは、300 年

前から続いている祭

事であるが、準備が大

変であり、止める集落

も出てきている。（山

都町） 

○かつて相撲、大綱引き

などの祭事を実施し

ていたが、高齢化によ

って伝統行事が小規

模化している。（G1、

G2 集落） 

○寄り合いは月に１度

実施している。（G1、

G2 集落） 

○「準住民の二地域居住の支援」 

・山都町の転出者は、比較的近い

熊本市に就業、居住しており、

それらの人々を「準住民」とし

て位置づけ、残った世帯や家族

を支援し、集落の存続に寄与す

るキーパーソンとしていく。 

○「生活サービスの質の向上」 

・中山間地域の高齢化集落は、孤

立化の一途をたどっており、こ

れらを解消する方策として、商

店街や病院と連携した移送サー

ビス、デマンドバスの展開など、

集落の足を確保する方策につい

て検討する。 

熊本県阿蘇郡小国町 

「九州ツーリズム大学で

の人材育成とIターン定住

希望者への職住照会」 

○小国町 
○Ｈ集落代表他 
○九州ツーリズ

ム大学 
○I ターン 

経験者 
○小国ツーリズ

ム協会 
 

○小国町は温泉等豊かな観光資

源があるものの、他の中山間地

域と同様、人口減少が進んでい

る。 

 

 

○H 集落は高齢化率が著しく、今

後の担い手不足が問題となっ

ている。 

 

 

○杖立温泉をはじめ、温泉郷
として豊富な資源がみら
れる。（小国町） 

○「悠木の里」づくりを推進

し、小国ドーム、木魂館
もっこんかん

、

など、小国杉を使用した巨

大木造施設がある。（小国

町） 
○高度経済成長期の杉植林
の影響で、土砂災害が発生
しやすくなっている。（Ｈ
集落） 

○近年、農業担い手が不足し

ている。（小国町） 

○ジャージー牛、黒豚などを

地域の特産品としてブラ

ンド化している。（小国町）

○小国杉は著名だが、最近の

材価の低下に伴い、林業従

事者が減り、製材も減少傾

向にある。（小国町） 

○病院は、町の中心部に位置

し、診療科目は、内科、外

科となる。それ以外の診療

科目は、町外へ通院してい

る。（小国町） 

○すべてのバス路線が「ゆう

ステーション」を経由する

ようになっており、「道の

駅」は町の交通結節点とな

っている。（小国町） 

 

○九州ツーリズム大学

において、農山村の生

活を踏まえながら、グ

リーンツーリズムの

コーディネーター等

を育成している。（小

国町） 

○マウンテンバイクジ

ャパンシリーズ（4

月）、杖立温泉鯉のぼ

りまつり（4～5月）、

阿蘇ツーデーマーチ

（5 月）、小国古音楽

祭等、イベントは伝統

的なものが多い。（小

国町） 

 

○「九州ツーリズム大学による担

い手育成」 
・現在課題となっている資金・基

盤を見直し、今後も安定的な人

材育成が求められる。 
○「道の駅を活用した複合的サー

ビスの提供」 
・「ゆうステーション」を核施設と

して周辺整備を行い、生活拠点

として、地域のにぎわいを創出

する空間として整備していくこ

とも考えられる。 
○都市・農村を結ぶコーディネー

ターの必要性 

・都市住民受け入れ時に、UIJ タ

ーン者にｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰを依頼し、都

市・農村の意識差を埋め、相互

理解促進を努める。 
熊本県阿蘇郡南小国町 

「中山間地域における生

活実態とゆうステーショ

ンを中心とした広域生活

サービス拠点の形成」 

 

○南小国町（町

民課、産業振

興課、総務課） 

○I1、I2、I3 集

落代表他 

○南小国町は温泉等豊かな観光
資源があるものの、他の中山間
地域と同様人口減少が課題と
なる。 

 

 

 

○I1、I2、I3 集落ともに小規模・
高齢化が顕著な集落となる。 

○黒川温泉に代表されるよ

うに、特徴的な観光資源が

豊富にある。（南小国町）

○そば街道ができてから、ご

みの投棄が目立つ。（I1、

I2、I3 集落） 

○景観条例を制定し、開発誘

導のためのガイドライン

を策定している。（南小国

町） 

 

○黒川温泉を中心として、観

光産業が盛況である。（南

小国町） 

○たかな漬け、しいたけ、ま

いたけ、ジャージー牛乳な

どが特産品となる。 

○小国杉が有名だが、近年は

林業従事者が減少し、林の

手入れが行き届いていな

い。（I1、I2、I3 集落） 

 

○眼科、耳鼻科、産婦人科な

どは、隣の小国町へ依存し

ている。（I1、I2、I3 集落） 

○全ての集落を回るバスを

運行している（拠点は小国

町の「ゆうステーショ

ン」）。（南小国町） 

○ＣＡＴＶ回線を利用してイ

ンターネットが利用可能で

ある。（南小国町） 

○役場企画課内に定住

促進の窓口を設置し

ている。（南小国町） 

○商工会主催のふるさ

と夏祭りは、帰省客で

にぎわう。（I1、I2、

I3 集落） 

○現在集落再編を検討して

いるが、祭事などの伝統

行事の統合について工夫

が必要となっている。

（I1、I2、I3 集落） 

○グリーンツーリズム

をきっかけに移住し

た新規住民者への支

援などが必要となっ

ている。（I1、I2、I3

集落） 

○「集落の小規模化に伴う再編の

必要性」 

・各集落とも 4～10 戸程度と小規

模化しており、これまでに複数

集落共同活動もみられることか

ら、集落再編が考えられる。 

○「生活サービス機能を広域で効

率化」 

・現在バス運営、ごみ処理など、

広域で実施している生活サービ

スをさらに展開し、観光振興な

ども、隣接する小国町、阿蘇町

と共同で実施し、効率化を図る。

○「景観維持のための地道な取組」

・現在の景観計画等の条例を継続

し、町民全体で築く農山村景観

を維持する体制を保持する。 

対象集落：Ｇ1 集落 
高齢者率：70％以上 
人口：19 人 
対象集落：Ｇ2 集落 
高齢者率：100％ 
人口：25 人 

対象集落：I1 集落 
高齢者率：50％以上 
人口：9 人 
対象集落：I2 集落 
高齢者率：45％以上 
人口：11 人 
対象集落：I3 集落 
高齢者率：20％以上 
人口：15 人 

※高齢者率：Ｈ17 年国勢調査、人口増減率 Ｈ17／Ｈ7 国勢調査  ※集落関係者のプライバシーに配慮し、集落名はすべてアルファベットで表記しております。 

<山都町> 
・高齢者率 37.0％ 
・人口増減率 0.86 

<南小国町> 

・高齢者率 33.7％ 

・人口増減率 0.88 

対象集落：Ｈ集落 

高齢者率：30％以上 

人口：111 人 

<小国町> 

・高齢者率 30.9％ 

・人口増減率 0.92 
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直接面接調査 調査概要（４） 
調査対象地 

/存続・再生施策テーマ 
調査対象者 人口動態 国土保全・地域資源 地域産業・経済 生活サービス 地域コミュニティ・交流 

直接面接調査から 
得られた今後の主な施策案 

大分県竹田市 

(旧直入町) 

「中山間地域の生活実態

（直入町）と長湯温泉等地

域資源の活用促進」 

 

○竹田市（企画

情報課、産業

課） 

○J集落代表他 

○JA 大分みど

り直入支店 

○直入町商工会 

○長湯温泉協会 

○竹田市は、九州圏の市の

中で最も高齢化が著しい

地域となる。 

 

 

 

○J集落では独居高齢者への

対応が課題となっている。 

 

 

 

○祖母
そ ぼ

傾
かたむき

国定公園に指定され

た自然豊かな地域である。（竹

田市） 

○著名な観光資源として、長湯

温泉がある。(旧直入町) 

○樹林地の管理放棄によって荒

廃している箇所がある。(旧直

入町) 

○イノシシなどの鳥獣被害が発

生している。（旧直入町） 

○稲作中心に、畜産、シイタ

ケ栽培を加えた複合農業が

典型的である。（竹田市） 

○高い炭酸濃度を有する長湯

温泉があるが、宿泊客が少

ないことが問題となってい

る。（旧直入町） 

○小津留涌水の駅ならびに直

売所が人気を呼んでいる。

（旧直入町） 

 

○地域路線バスの赤字が続

き、平成 19 年に 19 路線が

廃止され、平成 20 年には

さらに4路線が廃止予定と

なる。（竹田市） 

○救急病院が医師不足で受

け入れが困難になってき

ている。（竹田市） 

○ADSLと光ファイバーがある。

平成21年にはCATVの整備が

完了予定である。（竹田市） 

 

○空き家はあるが、別荘

化しており、空家バン

クへの登録は少ない。

（竹田市） 

○長湯温泉の再生を目

指し、薬膳料理などで

観光交流促進に取り

組んでいる。（旧直入

町） 

○長湯温泉協会を中心

に、地域交流関連で

様々な取組を実施し

ており、今後相互の取

組の連携の強化が必

要となっている。（旧

直入町） 

○「小規模・高齢化した集落での生
活維持のための見守りシステムの
構築」 

・高齢者にも取り扱いやすい情報通
報システムの導入や見守り関係者
相互間での情報の共有などの体制
を構築する。 

○「観光産業の地域経済波及効果を
高めるための方策検討」 

・課題となっている農業と観光の連
携を強化し、長湯温泉と合わせな
がら経済波及効果に取り組む。 

○「既存資源（空き家）を活用した
定住化の促進」 

・直入地区は大分市に近く定住希望
者は多い。期限付きの貸家を行う
など、さらにきめ細かな措置が考
えられる。 

大分県日田市 

（旧上津江村） 
「中山間地域の自助努力

による地域づくりと地域

資源を活用した地域産業

活性化」 

 

○日田市（企画

課） 

○上津江振興局

（ 総 務 振 興

課、産業課） 

○Ｋ集落代表他 

○株式会社トラ

イウッド 

○株式会社つえ

エーピー 

○日田市では、合併前の中

山間地域における旧市町

村などで、特に人口減

少・高齢化が深刻化して

いる。 

 

 

 

 

○Ｋ集落は、高齢化率が高

く、今後の担い手の確保

が課題となる。 

○英彦山につらなる山間景観

で、耶馬・日田英彦山国定公

園に指定されている。（日田

市） 

○ 林道周辺に大型家電などの

不法投棄が目立つ。（日田市）

○衰退の著しい集落は集落統合

や集落維持活動の共同化を進

めているが、住民から反対の

意見もみられる。（日田市） 

○わさび、椎茸、小松菜など
の山菜や、木工品、チェー
ンソーアートなどが特徴で
ある。（旧上津江村） 

○木材加工生産業「トライウ
ッド」を設立している。（日
田市） 

○「つえエーピー」がわさび、
ゆずの加工品を製造・販売
している。 

○スクールバスを日中はデ

マンドバス（主に通院利

用）に活用している。合併

に際しバスの存続・廃止が

問われたが、住民からの強

い要望があり、存続してい

る。（日田市） 

○買い物は菊池市、小国方面

へ行く者も多い。（旧上津

江村） 

○コミュニティビジネ

ス支援事業に採択さ

れたことがきっかけ

で、大牟田市への農作

物の直販、食の提供、

農家民泊が始まって

いる。（Ｋ集落） 

○地区のまとまりがよ

く（寄り合いは月 1

回以上開催）、地区の

活性化に自力で取り

組んでいる。（Ｋ集落） 

○道づくり、景観整備

（シャクナゲ）などを

ボランティアで実施

している。（Ｋ集落） 

○「集落の自助努力による地域づく
り」 

・地域の課題に対し、日常的に話し
合いを設けることで、共有意識に
基づく自発的活動を促進させる。 

○「互いを知ることから始まる定住
化への取組」 

・定住化の前段階として、民泊など
をさらに促進し、合わせて行政側
も就業、住宅支援など、共同で実
施する。 

○「地域資源を活用したブランド化」
・トライウッド、つえエーピーのよ
うに、既存の企業、資源を活用し、
相互連携でブランド化に取り組む
ことが考えられる。 

宮崎県児湯郡西米良村 
「中山間地域における産

業振興とワーキングホリ

デー制度による都市・農村

交流」 

○西米良村 
○Ｌ集落会長、

副会長 
○農業従事者 
○JA 女性部 
○ふるさと研究 

会 
○米良食品 
 

○西米良村は、宮崎県の中

山間地域に位置し、周辺

の農山部同様、小規模・

高齢化が進んでいる地域

である。 

  

 

 

 

 ○L 集落は、昭和 35 年以

上人口が減少し続けてお

り、昭和 35 年時の人口か

ら１/６まで減少してい

る。 

○豊かな山あいの地域資源で九

州中央山地国定公園に指定さ

れている。（西米良村） 

○21 世紀に残したい日本の自

然景観 100 選に選定されるな

ど、農山村の風光明媚な場所

である。（西米良村） 

○不在地主化した山林が荒廃し

ており、維持管理が必要とな

っている。（西米良村） 

 

 

 

 

 

○柚子・ほおずきのブランド

化に取り組んでいる（西米

良村） 

○その他、地域の特産品とし

て、西米良サーモン、米良

糸巻き大根、イセイモなど

がある。（西米良村） 

○かつては木材加工が盛況だ

ったが、現在は低迷してい

る。（L集落） 

 

○各集落まで無線LANにより

ブロードバンド整備が整

っている。各世帯にもサー

ビスが開始されている。

（西米良村） 

○買い物は各地区で可能(移

動販売も含む)（西米良村） 

○集落の診察巡回は月に1回

実施されている。（L集落） 

○診療所までの所要時間は

バスで1時間以上必要であ

る。（L集落） 

○菊池候の「てごり（平

等・助け合い）の精神」

を継承しており、ボラ

ンティア活動が定着

している。（西米良村） 

○JA 女性部による無償

の弁当配食サービス

を組織的に実施して

いる。（西米良村） 

○ワーキングホリデー

による都市部との交

流がみられる。（西米

良村） 

○「神楽」「語り部」育

成によりコミュニテ

ィの結束力強化され

ている。（西米良村） 

○「伝統文化『神楽』『民話の語り継
ぎ』『山の文化』の継承により、UIJ
ターン・地縁コミュニティを結ぶ」 

・神楽を介して、地域の伝統文化を
観光化させるのみならず、教育プ
ログラムとしても根付かせる。 

○ｱﾝﾃﾅｼｮｯﾌﾟ・ﾈｯﾄを活用した地域ﾌﾞﾗ
ﾝﾄﾞ育成支援 

・加工による高付加価値化やアンテ
ナショップ・ネット販売といった
経路を、九州圏において総合的に
取り組むことが重要と考えられ
る。 

○高齢化社会に適合した農業への転
換 

・猟友会の後継者育成、高齢者でも
持続可能な農産物への転作を検討
する。 

対象集落：J集落 
高齢者率：100％ 
人口：2 人 

<竹田市> 

・高齢者率 38.0％ 

・人口増減率 0.87 

対象集落：K 集落 
高齢者率：40％以上 
人口：78 人 

<日田市> 

・高齢者率 26.5％ 

・人口増減率 0.88 

対象集落：L 集落 
高齢者率：65％以上 
人口：101 人 

<西米良村> 

・高齢者率 40.8％ 

・人口増減率 0.85 

※高齢者率：Ｈ17 年国勢調査、人口増減率 Ｈ17／Ｈ7 国勢調査  ※集落関係者のプライバシーに配慮し、集落名はすべてアルファベットで表記しております。 
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直接面接調査 調査概要（５） 
調査対象地 

/存続・再生施策テーマ 
調査対象者 人口動態 国土保全・地域資源 地域産業・経済 生活サービス 地域コミュニティ・交流 

直接面接調査から 
得られた今後の主な施策案 

宮崎県西臼杵郡高千穂

町 
「神楽からみたコミュニ

ティの形成と農業・観光が

一体となった地域振興方

策」 

 

○高千穂町（企

画情報課） 

○高千穂町観

光協会 

○ 高 千 穂 神

楽・天岩戸神

楽保存会 

○Ｍ1、Ｍ２集

落公民館村

おこしグル

ープ 

 

○高千穂町は、宮崎県の中山間地
域に位置し、周辺の農山部同
様、小規模・高齢化が進んでい
る地域である。 

 
 
 

○Ｍ１集落は、高齢化が高いが、
民泊、物産品販売などの地域振
興が成功している。 

○Ｍ２集落は、市街地から離れた
中山間地に位置し、戦後以降、
人口減少が深刻化している地
域となる。 

 

 

○九州中央山地国定公園に指

定され、また棚田 100 選に選

定されるなど、豊かな山間の

景観がある。（高千穂町） 

○イノシシ、鹿の農作物被害が

多く、対策に追われている。

（高千穂町） 

○空き家自体は無いが、家屋を

手放す場合は、撤去などの処

理を行う必要があり、負担と

なっている（Ｍ2集落）。 

○農業・林業の低迷が顕著

になっている。（高千穂

町） 

○Ｍ1集落で、「温泉茶屋」

や「神楽の館」による飲

食、宿泊施設をオープン

させ、からいもだんご（年

間 7 万個の売り上げ）な

ど、ヒット商品もあり、

成功を収めている（Ｍ1

集落）。 

 

 

○町営のコミュニティバス

が運行しており、ほとん

どの集落は路線をカバー

している（高千穂町）。 

○Ｍ2 集落では、大きな買

い物は、熊本へ行くこと

が多い（Ｍ2集落）。 

○高千穂町中心地に、総合

病院はあるが、診療科目

が限られており、大きな

病気など、熊本市等に頼

っている状況である（高

千穂町）。 

○祭事から観光まで、日

常生活の中で神楽を実

施する習慣が定着して

おり、合同練習等を通

じて寄り合いが習慣化

されている。（高千穂

町） 

○高千穂町企画情報課か

ら、HP 上に不動産情報

を掲載し、定住促進活

動に取り組んでいる。

（高千穂町） 

○集落間の相互連携がよ

く、対抗でグランドゴ

ルフ、ミニバレーなど

が実施されている。（M

１集落） 

 

○「神楽を活用した各集落一体とな

った観光施策の取組」 

・神楽をはじめとした、集落各々の

地域資源を発掘、活用しつつ、さ

らに神楽を通じた集落間同士の

連携交流を深めながら、高千穂町

全体の観光活動の底上げを図る。

○「新たな資源の掘り起こし」 

・山間部の谷沿いに位置する集落で

は、かつてアブラメなどの魚が取

れたなど、現在にはみられない豊

富な川の恵みがあったとされて

いる。これらの環境再生が、山村

体験などの取組につながり、ひい

ては集落振興につながると考え

られる。 

鹿児島県薩摩川内市 

（旧下甑村） 
「島嶼部における生活状

況と新たな地区コミュニ

ティ協議による集落の再

編成」 

 

○薩摩川内市 
○N集落会長、

副会長、コミ

ュニティ主

事 
○ I ターン定

住者 
○診療所医師 
 

○薩摩川内市自体は、県下 4番目

の人口を擁するが、甑島は過疎

が進行している。 

 

 

 

 

○N 集落は、甑島に位置するが、

甑島自体に高校がないことや、

就業場が無いことから、人口減

少が進んでいる。 

 

○豊かな海洋資源が豊富にあ

り、自然が生み出した奇岩・

断崖などの景勝地がみられ

る。（旧下甑村） 

○台風の災害時に、斜面地集落

でがけ崩れ等の発生の危険

がある。（N集落） 

○空き家が数件存在し、不在地

主化した家屋が、台風によっ

て崩壊する危険性がある。（N

集落） 

○海洋深層水による商品展

開。海産物(特にキビナ

ゴ)のブランド化に取り

組んでいる。（旧下甑村）

○鹿児島の黒毛和牛の生産

牛を育てているが、専業

で実施している業者は少

ない。（旧下甑村） 

○島内唯一の公共交通機関

は市運営のバスとなる。

（旧下甑村） 

○手術可能な優良診療所が

あり、また各地区に週に

一度の診察巡回を行って

いる。（旧下甑村） 

○買い物は隣の集落までバ

スで移動（30 分以上）し、

商店や新聞配達に集会所

までの宅配を依頼してい

る。（N集落） 

○働く場所がないため、U

ターン希望者が戻れな

い状況である。また高

校生になると、県内各

地へ転出し、帰ってこ

ない状況にある。（旧下

甑村） 

○地域コミュニティ制度

の導入により、各地区

にコミュニティ主事が

常駐するが、人手不足

によって、安定した人

員を確保できていな

い。（旧下甑村） 

○伝統文化の「手踊り」

は、高齢化、担い手不

足で継承が厳しくなっ

ている。（旧下甑村） 

○「小規模・高齢化集落に対する総

合的な生活支援」 
・各集落の自立支援を行うため、コ

ミュニティ主事を配置し、地区会

長のサポートや、公共交通・医

療・買い物等の日常の生活支援を

実施する 
○「転出者の一時帰省や来訪者の滞

在型体験学習のための受け皿づ

くり」 
・コミュニティセンターや空き家を

資源としてとらえ、転出・あるい

は UIJ ターン者の一時的な宿

舎・住まいとして解放する。 
○「UIJ ターン者に対する支援制度

の拡充」 
・UIJ ターン者の生活支援策を総合

的に実施する。 
鹿児島県南さつま市 

（旧金峰町） 

「NPO による地域交流の効

果と課題及び今後の展開

方策」 

 

 

○南さつま市

（総務企画 

課） 

○Ｏ集落代表 

他 

○NPO 法人エ

コ・リンク・

アソシエー

ション 

 

 

 

○合併前の旧加世田市以外の旧町村

で、急激な人口減少・高齢化が進

んでいる。 

 

 

○Ｏ集落では、昭和 24 年をピー

クに、人口は減少し続けてい

る。平成 5年の土砂災害以降、

移転した者も多くみられる。 

 

 

○砂丘など、貴重な海辺の地域

資源がある。（南さつま市） 

○棚田の管理が行き届かず、放

棄されている。（Ｏ集落） 

○空き家の調査を実施してい

るが、危険度の把握を目的と

したものであり、利活用に留

意したものではない。（南さ

つま市） 

 

○農業の低迷が顕著になっ

ている。（南さつま市） 

○農業が基幹産業であり、

米、ソバ、焼酎芋などを

生産している。（旧金峰

町） 

○かつては薪炭による収入

がかなりあった。（Ｏ集

落） 

 

○公民館の前にバスが来て

いるが、1 日に 2 本のみ

であり、あまり利用はみ

られない。（Ｏ集落） 

○買い物、医療等は旧川辺

町周辺に出かけている。

（Ｏ集落） 

○情報通信は ADSL だが距

離による減衰がみられ

る。（Ｏ集落） 

 

○現在、定住支援・短期
滞在型就労（ワーキン
グホリデー）ネットワ
ーク組織の準備を進め
ている。（南さつま市）

○旧小学校区で、毎年卒業
生を集めて、地区運動会
を開催しており、ピーク
時には300名を数えた。
（現在でも 100 名を超
える）（旧金峰町） 

○昔から交流のある、隣
接の集落も含めた４集
落で、グランドゴルフ、
公民館清掃などによっ
て、交流を深めている。
（Ｏ集落） 

○「移住・交流を目的としたワーキ

ングホリデーの推進（国際ワーク

ショップの経験から）」 

・農業や水産業など第一産業にお

ける就業体験を核としたワーキ

ングホリデーを展開し、就業へと

誘う準備期間ともなる仕組みを

展開する。 

○「“親孝行”短期滞在システムの

推進（U ターン者のアイドリン

グ）」 

・人口減少に伴って増えている空き

家を活用し、長期滞在可能な“故

郷の新たな滞在拠点”を確保・提

供していく。 

 

※高齢者率：Ｈ17 年国勢調査、人口増減率 Ｈ17／Ｈ7 国勢調査  ※集落関係者のプライバシーに配慮し、集落名はすべてアルファベットで表記しております。 

対象集落：Ｍ1集落 
高齢者率：20％以上 
人口：259 人 
対象集落：Ｍ2集落 
高齢者率：70％以上 
人口：103 人

<高千穂町> 
・高齢者率32.7％ 
・人口増減率0.88 

対象集落：N 集落 
高齢者率：80％以上 
人口：54 人 

<薩摩川内市> 

・高齢者率37.9％ 

・人口増減率0.84 

対象集落：Ｏ集落 
高齢者率：100％ 
人口：19 人 

<南さつま市> 

・高齢者率 33.6％ 

・人口増減率 0.91 
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直接面接調査 調査概要（６） 
調査対象地 

/存続・再生施策テーマ 
調査対象者 人口動態 国土保全・地域資源 地域産業・経済 生活サービス 地域コミュニティ・交流 

直接面接調査から 
得られた今後の主な施策案 

鹿児島県肝属郡 

南大隅町 

「半島部におけるとUIJタ

ーン施策の効果・課題・今

後の展開方策」 

 

○南大隅町（総

務企画課、産

業建設課） 

○Ｐ1、Ｐ2 集

落代表他 

○U ターン経

験者 

○I ターン経

験者 

○南大隅町は、大隅半島の最南端

に位置し、町全体で急激に人口

減少・高齢化が進んでいる。 

 

 

 

 

○Ｐ集落の人口は、昭和 30 年代

をピークに減少傾向にあり、現

在はピーク時の 1／3 までに減

少している。 

○霧島屋久国立公園に指定さ

れており、美しい自然景観

が特徴的である。（南大隅

町） 

○地主の高齢化によって、耕

作放棄地が増えつつある。

（Ｐ1、Ｐ2集落） 

○サル、イノシシの鳥獣被害

がみられ、そのことによっ

て、営農意欲を失う人も多

い。（Ｐ1、Ｐ2集落） 

 

○農林水産業が基幹産業

であり、養豚などの畜産

業も盛んである。 

○アップルマンゴー、ライ

チなどの亜熱帯性の果

樹を生産している。（南

大隅町） 

○昭和 30 年代は薪炭、パ

ルプなどの林業が盛ん

であった。（Ｐ1集落） 

○ブロードバンドは現在整備

されていない。（南大隅町） 

○旧佐多町役場近くの民間の

病院か、隣接の錦江町にあ

る病院を利用している。（Ｐ

1、2集落） 

○日常的な買い物は旧佐多町

役場近くのスーパーで用が

足りる。（Ｐ1、2集落） 

○公共バスが一日 4 便運行し

ている。（Ｐ1、2集落） 

○現在、定住支援の一環

として、「南大隅町移住

者住宅建築等補助金」

の支援策を実施してい

る。（南大隅町） 

○集落にこだわりがあ

り、再編などが難しい

と考えられる。（Ｐ2集

落） 

○毎年 1軒送りで、古鏡

を送る独特の祭りなど

多くの伝統行事を維持

している。（Ｐ1集落）

○「小規模・高齢化集落に対する生

甲斐づくりに結びつくＵＩＪタ

ーンの促進」 

・農林水産業に快適な気象条件を活

かし、新規就業を希望する若年層

をターゲットとして、ＵＩＪター

ンの促進を図る。 

○「辺地性を活かした交流事業の推

進」 

・本島最南端の南大隅町は、交通ア

クセスが困難となっている。しか

し太平洋・錦江湾に面し、風光明

媚で、海産物などの水産資源に恵

まれている。これらの資源を活か

し、交流・生活サービスの複合機

能を併せ持つ交流拠点を整備・拡

充していくことが考えられる。 

鹿児島県大島郡 

瀬戸内町 

「自然を活用した観光交

流支援及び定住促進活動

と特産品ブランド化の促

進」 

 

○瀬戸内町(総

務企画課、産

業課) 

○Ｑ1、Ｑ2 集

落代表他 

○瀬戸内町観

光協会 

○奄美養魚（マ

ルハ系） 

○奄美田舎暮

らし支援セ

ンター 

○瀬戸内町は、中心市街地の

古仁屋
こ に や

地区に相対して、その周

辺地域や離島で急速に人口減

少・高齢化が進行する２極化地

域である。 

 

 

 

○加計
か け

呂
ろ

麻島
ま じ ま

に位置するＱ1 集落

ならびにＱ2 集落では、いずれ

も深刻な人口減少・高齢化が進

行している。 

 

 

 

 

 

 

○一年を通じて、静穏度の高

い大島海峡があり、漁業の

養殖に適し、また海上交通

の拠点としての賑わいもみ

られる。（瀬戸内町） 

○農地では、野ヤギ、イノシ

シなどによる農地への鳥獣

被害がみられる。（瀬戸内

町） 

 

○第１次産業から第３次

産業への転換が進んで

おり、第３次産業では、

観光業の増加がみられ

る。（瀬戸内町） 

○大島海峡においてマグ

ロ・真珠の養殖を行って

いる。現在、マグロは横

ばい、真珠は停滞ぎみと

なっている。（瀬戸内町）

 

 

 

 

 

 

 

○ネットは古仁屋
こ に や

地区に ADSL

が整備されているのみで、

周辺の集落には行き届いて

いない。（瀬戸内町） 

○加計呂麻島は本島と定期船

で 30 分程度であり、古仁屋
こ に や

地区の通勤圏となってい

る。（Ｑ1集落） 

○移動販売が巡回しており、

集落内で買い物が可能であ

る。（Ｑ1集落） 

○巡回診療も月に1～2回実施

されている。（Ｑ1集落） 

 

○年に１度、旧暦の 8月

15 日に、「豊年祭」が

開催され、集落外に住

む子供たちが帰省し、

家族で祝う風習があ

る。（瀬戸内町） 

○定期的な集会はない

が、近所の庭先で頻繁

に集まり語らってい

る。（Ｑ1、Ｑ2集落）

○水源管理なども、自分

たちで何とか実施して

いるが、先行き不安で

ある。（Ｑ1、Ｑ2集落）

○集落の維持は困難で合

併もやむなしと考えて

いる。（Ｑ1、Ｑ2集落）

○「豊かな自然環境を活用した観光

施策の促進」 

・年中静穏度の高い大島海峡の個性

を活かし、海洋レジャー関連の観

光交流を促進させる。 

○「観光交流をきっかけとした定住

支援の促進」 

・観光交流をきっかけとして、Iタ

ーンがみられることから、観光交

流と合わせて定住支援を実施す

る。 

○「大島海峡との保全・利用の調和

の取れた付き合い方」 

・養殖からダイビングまで、大島海

峡の自然環境の恩恵をうけてき

ていることから、今後も保全を心

がける。 

 
 

対象集落：Ｑ1集落 

高齢者率：80％ 

人口：10 人 

対象集落：Ｑ2集落 

高齢者率：60％以上 

人口：16 人 

※高齢者率：Ｈ17 年国勢調査、人口増減率 Ｈ17／Ｈ7 国勢調査  ※集落関係者のプライバシーに配慮し、集落名はすべてアルファベットで表記しております。 

<瀬戸内町> 
・高齢者率32.9％ 
・人口増減率0.90 

対象集落：Ｐ1集落 
高齢者率：65％以上 
人口：92 人 
対象集落：Ｐ2集落 
高齢者率：40％以上 
人口：21 人 

<南大隅町> 

・高齢者率 41.2％ 

・人口増減率 0.85 


